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一 

中
間
報
告
四
五
一
ペ
ー
ジ
の
一
〇
～
一
二
行
目
に
「
淡
水
湖
化
に
よ
つ
て
塩
分
躍
層
が
消
失
す
る
と
、
上
層 

湖
・
中
海
淡
水
湖
化
に
関
連
す
る
水
理
水
質
及
び
生
態
の
挙
動
に
つ
い
て
」
（
以
下
「
中
間
報
告
」
と
略
す
。
）
を
公

表
し
、
全
面
淡
水
化
の
事
業
を
進
め
て
い
る
が
、
こ
の
中
間
報
告
の
内
容
に
つ
い
て
、
以
下
質
問
す
る
。 

の
影
響
等
が
大
き
い
た
め
現
段
階
で
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
あ
る
が
、
淡
水
化
さ
れ
て
も
底
泥
に
よ
る
酸
素
消
費 

は
行
わ
れ
る
わ
け
で
あ
り
、
酸
素
の
供
給
速
度
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
効
果
は
期
待
で
き
な
い
は
ず
で
あ 

る
が
、
こ
の
点
ど
う
か
。 

農
林
水
産
省
は
、
宍
道
湖
・
中
海
淡
水
湖
化
に
伴
う
水
管
理
及
び
生
態
変
化
に
関
す
る
研
究
委
員
会
の
「
宍
道 

よ
う
な
酸
素
の
供
給
速
度
を
見
積
る
こ
と
は
、
下
層
に
お
け
る
そ
の
消
費
速
度
や
風
に
よ
る
湖
水
の
乱
流
拡
散 

か
ら
下
層
へ
の
溶
存
酸
素
の
供
給
速
度
が
大
き
く
な
つ
て
、
リ
ン
の
溶
出
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の 

宍
道
湖
・
中
海
淡
水
化
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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三 

中
間
報
告
二
二
九
ペ
ー
ジ
で
「
こ
の
様
な
低
風
速
下
で
も
湖
心
部
で
四
～
五m

m

＼s

程
度
の
流
速
が
発
生
し
、 

二 

中
間
報
告
の
三
七
ペ
ー
ジ
三
四
～
三
五
行
目
の
「
現
時
点
に
お
け
る
本
委
員
会
の
淡
水
湖
化
に
関
す
る
科
学 

は
ま
ず
起
り
え
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
」
と
渇
水
時
で
も
、
吹
送
流
に
よ
つ
て
停
滞
性
を
解
消
で
き
る
と 

た
と
え
極
度
な
渇
水
状
態
が
長
期
間
継
続
し
た
場
合
で
も
湖
水
は
循
環
と
い
う
流
動
を
持
続
し
、
完
全
な
停
滞 

的
影
響
評
価
は
、
湖
外
か
ら
の
流
入
負
荷
量
が
現
状
の
ま
ま
推
移
す
る
と
す
れ
ば
」
と
い
う
大
前
提
の
下
で
、 

淡
水
湖
化
は
湖
の
現
況
程
度
の
水
質
を
ほ
ぼ
維
持
で
き
る
と
し
て
い
る
が
、
島
根
県
の
「
宍
道
湖
・
中
海
水
質 

一
二
行
目
の
表
現
が
異
な
る
が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。 

管
理
計
画
」
で
は
、
流
入
負
荷
量
は
年
々
増
加
す
る
と
予
測
し
て
い
る
。 

こ
の
前
提
が
崩
れ
れ
ば
、
淡
水
湖
化
は
、
現
況
程
度
の
水
質
す
ら
維
持
で
き
な
い
と
理
解
し
て
も
よ
い
の
か
。 

更
に
、
農
林
水
産
省
が
ま
と
め
た
中
間
報
告
要
旨
の
三
六
ぺ
ー
ジ
の
四
～
六
行
目
と
、
中
間
報
告
の
一
〇
～ 

県
の
水
質
管
理
計
画
は
、
科
学
的
で
な
い
も
の
か
ど
う
か
。 

四 

 



 

四 

昭
和
五
十
八
年
度
に
島
根
県
水
産
試
験
場
が
水
産
庁
の
委
託
で
行
つ
た
研
究
に
お
い
て
も
、
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ 

五 

洪
水
時
等
に
お
い
て
、
中
浦
水
門
の
開
閉
に
よ
る
操
作
を
行
う
と
さ
れ
て
い
る
が
、
全
開
の
場
合
に
は
、
塩 

期
で
あ
り
、
河
川
の
渇
水
も
ま
た
夏
期
に
生
ず
る
。
水
管
理
上
夏
期
の
流
量
が
激
減
し
た
と
き
の
対
策
は
以
下

の
よ
う
に
な
さ
れ
る
。
①
夏
期
は
、
農
業
用
水
利
用
の
最
盛
期
に
当
り
、
中
海
沿
岸
に
散
在
す
る
揚
水
ポ
ン
プ

の
効
果
に
よ
り
人
工
的
に
湖
流
が
発
生
す
る
。
」
と
し
て
い
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
程
度
の
流
向
、
流
速
が
発
生

し
て
、
停
滞
性
を
解
消
で
き
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

し
て
い
る
が
、
吹
送
流
の
具
体
的
な
影
響
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

漁
に
よ
る
チ
ッ
ソ
・
リ
ン
（
Ｎ
・
Ｐ
）
の
持
ち
出
し
に
つ
い
て
の
効
果
が
大
き
く
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
水
質
解 

析
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
当
た
り
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
漁
を
モ
デ
ル
に
組
み
込
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う 

更
に
、
中
間
報
告
二
八
三
ペ
ー
ジ
で
「
中
海
の
水
質
上
最
も
注
意
を
必
要
と
す
る
の
は
、
一
年
を
通
じ
て
夏 

五 

 



 

 

六 

水
の
流
入
が
外
海
よ
り
起
こ
る
と
考
え
る
。
そ
の
場
合
の
時
間
帯
位
の
流
入
は
ど
れ
だ
け
の
量
と
な
り
、
更 

に
、
閉
門
後
、
何
時
間
に
お
い
て
、
塩
水
濃
度
二
〇
〇

ppm
に
戻
る
と
さ
れ
て
い
る
の
か
。 

六 

中
間
報
告
で
は
、
中
海
に
お
け
る
ア
オ
コ
の
現
状
確
認
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
昭
和
五
十
九
年
十
一
月
二 

十
二
日
の
米
子
市
中
学
校
科
学
研
究
会
で
、
米
子
市
尚
徳
中
学
校
科
学
部
の
研
究
発
表
に
よ
れ
ば
、
昭
和
四
十 

六
年
前
後
（
中
浦
水
門
工
事
時
）
と
昭
和
五
十
六
年
の
干
拓
堤
防
時
、
昭
和
五
十
八
年
七
月
末
（
月
間
雨
量
三
五 

六
㎜
）
に
も
ミ
ク
ロ
キ
ス
テ
ィ
ス
の
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
調
査
に
つ
い
て
見
解
は
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


